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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
バックライトの光を透過させて画像を表示する透過領域と、周囲の光を反射して画像を表
示する反射領域とを備えた反射透過両用型の表示装置であって、
複数色のフィルタを有するカラーフィルタ部を備えており、
透過領域に対応するフィルタの色数と、反射領域に対応するフィルタの色数とが、異なり
、透過表示に対応するフィルタの色数が、反射表示に対応するフィルタの色数より多く、
透過領域に対応するフィルタの色数が４である一方、反射領域に対応するフィルタの色数
が３であり、透過領域に対応するフィルタが赤フィルタ、緑フィルタ、青フィルタおよび
黄フィルタである一方、反射領域に対応するフィルタが赤フィルタ、緑フィルタおよび青
フィルタである
ことを特徴とする表示装置。
【請求項２】
バックライトの光を透過させて画像を表示する透過領域と、周囲の光を反射して画像を表
示する反射領域とを備えた反射透過両用型の表示装置であって、
複数色のフィルタを有するカラーフィルタ部を備えており、
透過領域に対応するフィルタが赤フィルタ、緑フィルタ、青フィルタおよび黄フィルタで
あるとともに、反射領域に対応するフィルタが赤フィルタ、緑フィルタおよび青フィルタ
であり、
透過領域に対応して黄フィルタが設けられた画素では、周囲の光を反射する反射材が形成
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された領域が、遮光部材によって遮光されていることを特徴とする表示装置。
【請求項３】
バックライトの光を透過させて画像を表示する透過領域と、周囲の光を反射して画像を表
示する反射領域とを備えた反射透過両用型の表示装置であって、
複数色のフィルタを有するカラーフィルタ部を備えており、
透過領域に対応するフィルタが赤フィルタ、緑フィルタ、青フィルタおよび黄フィルタで
あるとともに、反射領域に対応するフィルタが赤フィルタ、緑フィルタおよび青フィルタ
であり、
透過領域に対応して黄フィルタが設けられた画素には、周囲の光を反射する反射材が形成
されないことを特徴とする表示装置。
【請求項４】
バックライトの光を透過させて画像を表示する透過領域と、周囲の光を反射して画像を表
示する反射領域とを備えた反射透過両用型の表示装置であって、
複数色のフィルタおよび無彩色の膜を有するカラーフィルタ部を備えており、
透過領域に対応するフィルタが赤フィルタ、緑フィルタ、青フィルタおよび黄フィルタで
あるとともに、反射領域に対応するフィルタが赤フィルタ、緑フィルタおよび青フィルタ
であり、
透過領域に対応して黄フィルタが設けられた画素では、反射領域に対応して無彩色の膜が
形成されていることを特徴とする表示装置。
【請求項５】
バックライトの光を透過させて画像を表示する透過領域と、周囲の光を反射して画像を表
示する反射領域とを備えた反射透過両用型の表示装置であって、
複数色のフィルタおよび実質的に無色透明な樹脂膜を有するカラーフィルタ部を備えてお
り、
透過領域に対応するフィルタが赤フィルタ、緑フィルタ、青フィルタおよび黄フィルタで
あるとともに、反射領域に対応するフィルタが赤フィルタ、緑フィルタおよび青フィルタ
であり、
透過領域に対応して黄フィルタが設けられた画素では、反射領域に対応して実質的に無色
透明な樹脂膜が形成されていることを特徴とする表示装置。
【請求項６】
バックライトの光を透過させて画像を表示する透過領域と、周囲の光を反射して画像を表
示する反射領域とを備えた反射透過両用型の表示装置であって、
複数色のフィルタおよび灰色の膜を有するカラーフィルタ部を備えており、
透過領域に対応するフィルタが赤フィルタ、緑フィルタ、青フィルタおよび黄フィルタで
あるとともに、反射領域に対応するフィルタが赤フィルタ、緑フィルタおよび青フィルタ
であり、
透過領域に対応して黄フィルタが設けられた画素では、反射領域に対応して灰色の膜が形
成されていることを特徴とする表示装置。
【請求項７】
バックライトの光を透過させて画像を表示する透過領域と、周囲の光を反射して画像を表
示する反射領域とを備えた反射透過両用型の表示装置であって、
複数色のフィルタを有するカラーフィルタ部を備えており、
透過領域に対応するフィルタが赤フィルタ、緑フィルタ、青フィルタおよび黄フィルタで
あるとともに、反射領域に対応するフィルタが赤フィルタ、緑フィルタおよび青フィルタ
であり、
透過領域に対応して黄フィルタが設けられた画素では、反射領域から無彩色の光が出射す
ることを特徴とする表示装置。
【請求項８】
バックライトの光を透過させて画像を表示する透過領域と、周囲の光を反射して画像を表
示する反射領域とを備えた反射透過両用型の表示装置であって、
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複数色のフィルタおよび黄フィルタと青フィルタとの積層膜を有するカラーフィルタ部を
備えており、
透過領域に対応するフィルタが赤フィルタ、緑フィルタ、青フィルタおよび黄フィルタで
あるとともに、反射領域に対応するフィルタが赤フィルタ、緑フィルタおよび青フィルタ
であり、
透過領域に対応して黄フィルタが設けられた画素では、反射領域に対応して黄フィルタと
青フィルタとが重ねて配置されていることを特徴とする表示装置。
【請求項９】
バックライトの光を透過させて画像を表示する透過表示と、周囲の光を反射して画像を表
示する反射表示とを行うことができる反射透過両用型の表示装置であって、
複数色のフィルタを有するカラーフィルタ部を備えており、
透過表示に利用するフィルタの色数と、反射表示に利用するフィルタの色数とが、異なり
、透過表示に利用するフィルタの色数が、反射表示に利用するフィルタの色数より多く、
透過表示に利用するフィルタが赤フィルタ、緑フィルタ、青フィルタおよび黄フィルタで
あり、反射表示に利用するフィルタが赤フィルタ、緑フィルタおよび青フィルタである
ことを特徴とする表示装置。
【請求項１０】
バックライトの光を透過させて画像を表示する透過表示と、周囲の光を反射して画像を表
示する反射表示とを行うことができる反射透過両用型の表示装置であって、
複数色のフィルタを有するカラーフィルタ部を備えており、
透過表示に利用するフィルタが赤フィルタ、緑フィルタ、青フィルタおよび黄フィルタで
あるとともに、反射表示に利用するフィルタが赤フィルタ、緑フィルタおよび青フィルタ
であり、
透過表示に黄フィルタを利用する画素は、何れの色のフィルタも利用せずに反射表示を行
うことを特徴とする表示装置。
【請求項１１】
バックライトの光を透過させて画像を表示する透過表示と、周囲の光を反射して画像を表
示する反射表示とを行うことができる反射透過両用型の表示装置であって、
複数色のフィルタおよび無彩色の膜を有するカラーフィルタ部を備えており、
透過表示に利用するフィルタが赤フィルタ、緑フィルタ、青フィルタおよび黄フィルタで
あるとともに、反射表示に利用するフィルタが赤フィルタ、緑フィルタおよび青フィルタ
であり、
透過表示に黄フィルタを利用する画素は、無彩色の膜を透過した光を利用して反射表示を
行うことを特徴とする表示装置。
【請求項１２】
バックライトの光を透過させて画像を表示する透過表示と、周囲の光を反射して画像を表
示する反射表示とを行うことができる反射透過両用型の表示装置であって、
複数色のフィルタおよび実質的に無色透明な樹脂膜を有するカラーフィルタ部を備えてお
り、
透過表示に利用するフィルタが赤フィルタ、緑フィルタ、青フィルタおよび黄フィルタで
あるとともに、反射表示に利用するフィルタが赤フィルタ、緑フィルタおよび青フィルタ
であり、
透過表示に黄フィルタを利用する画素は、実質的に無色透明な樹脂膜を透過した光を利用
して反射表示を行うことを特徴とする表示装置。
【請求項１３】
バックライトの光を透過させて画像を表示する透過表示と、周囲の光を反射して画像を表
示する反射表示とを行うことができる反射透過両用型の表示装置であって、
複数色のフィルタおよび灰色の膜を有するカラーフィルタ部を備えており、
透過表示に利用するフィルタが赤フィルタ、緑フィルタ、青フィルタおよび黄フィルタで
あるとともに、反射表示に利用するフィルタが赤フィルタ、緑フィルタおよび青フィルタ
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であり、
透過表示に黄フィルタを利用する画素は、灰色の膜を透過した光を利用して反射表示を行
うことを特徴とする表示装置。
【請求項１４】
バックライトの光を透過させて画像を表示する透過表示と、周囲の光を反射して画像を表
示する反射表示とを行うことができる反射透過両用型の表示装置であって、
複数色のフィルタを有するカラーフィルタ部を備えており、
透過表示に利用するフィルタが赤フィルタ、緑フィルタ、青フィルタおよび黄フィルタで
あるとともに、反射表示に利用するフィルタが赤フィルタ、緑フィルタおよび青フィルタ
であり、
透過表示に黄フィルタを利用する画素は、無彩色の光を利用して反射表示を行うことを特
徴とする表示装置。
【請求項１５】
バックライトの光を透過させて画像を表示する透過表示と、周囲の光を反射して画像を表
示する反射表示とを行うことができる反射透過両用型の表示装置であって、
複数色のフィルタおよび黄フィルタと青フィルタとの積層膜を有するカラーフィルタ部を
備えており、
透過表示に利用するフィルタが赤フィルタ、緑フィルタ、青フィルタおよび黄フィルタで
あるとともに、反射表示に利用するフィルタが赤フィルタ、緑フィルタおよび青フィルタ
であり、
透過表示に黄フィルタを利用する画素は、黄フィルタと青フィルタとが重ねて配置された
領域を透過した光を利用して反射表示を行うことを特徴とする表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、透過領域と反射領域との双方で画像を表示する、反射透過両用型の表示装置に
関するものである。
【背景技術】
【０００２】
現在、液晶表示装置は、モニター，プロジェクタ，携帯電話，携帯情報端末（以下、ＰＤ
Ａとする。）などの電子機器に幅広く利用されている。
このような液晶表示装置には、反射型，透過型，反射透過両用型などの種類がある。反射
型の液晶表示装置は、液晶パネルの内部に周囲の光を導き、これを反射材で反射すること
によって表示光を得るものである。
また、透過型の液晶表示装置は、液晶パネルの裏面側に設けられた光源（以下、バックラ
イトとする。）からの光を、液晶パネルを介して外部に出力する構成である。
【０００３】
さらに、反射透過両用型の液晶表示装置は、屋内などの比較的に暗い環境下では、バック
ライトの光を利用した透過表示を主として観察することになる。一方、屋外などの比較的
に明るい環境下では、周囲の光を利用した反射表示を主として観察することになる。これ
により、周囲の明るさに拘らず、コントラスト比の高い表示を実現できる。
すなわち、反射透過両用型の液晶表示装置は、屋内外を問わず、あらゆる環境下での表示
が可能であるため、携帯電話，ＰＤＡ，デジタルカメラ等のモバイル機器に多く搭載され
てきている。
【０００４】
このような反射透過両用型の液晶表示装置では、液晶パネルに、反射領域と透過領域との
２種類の表示領域が形成されている。
【０００５】
そして、透過領域では、バックライトから照射された光が、液晶層およびカラーフィルタ
を１回だけ通過して外部に出射される。
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一方、反射領域では、カラーフィルタおよび液晶層を透過した周囲の光を反射材で反射し
、再び液晶層およびカラーフィルタを通過して外部に出射される。
このように、透過領域と反射領域とでは、バックライトと周囲の光という異なる光源を用
いて表示光を生成するようになっている。
【０００６】
ここで、従来の液晶表示装置に用いられているカラーフィルタは、ＲＧＢ（赤，緑，青）
の３原色を有するもの（以下、３色フィルタともいう。）である。しかし、この３原色だ
けでは、色再現範囲を十分に広くできないため、人間の知覚する全ての色を表現すること
はできない。
【０００７】
そこで、近年、色再現範囲を拡大すること、および光の利用効率の向上を目的として、４
色以上のカラーフィルタが提案されている。
例えば、特許文献１には、ＲＧＢの３原色にＹ（黄）を追加した『ＲＧＢＹの４色』を用
いたカラーフィルタ（以下、４色フィルタともいう。）が開示されている。このＲＧＢＹ
は、ＲとＧ、ＢとＹとが補色の関係にあり、人間の視覚特性に合わせた、反対色の組み合
わせである。
【特許文献１】特開２００１－２０９０４７号公報（発行日；２００１年８月３日）
【非特許文献１】ＭａＣｃａｍｙ，Ｃ．Ｓ．，Ｃｏｒｒｅｌａｔｅｄ　ｃｏｌｏｒ　ｔｅ
ｍｐｅｒａｔｕｒｅ　ａｓ　ａｎ　ｅｘｐｌｉｃｉｔ　ｆｕｎｃｔｉｏｎ　ｏｆ　ｃｈｒ
ｏｍａｔｉｃｉｔｙ　ｃｏｏｒｄｉｎａｔｅｓ，Ｃｏｌｏｒ　Ｒｅｓ．Ａｐｐｌ．１７，
１４２－１４４（１９９２）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
ところで、表示装置の重要な表示性能のひとつに、ホワイトバランスがある。このホワイ
トバランスは、表示装置によって表示される白色の色相であり、主に、光源の色調とカラ
ーフィルタの構成とによって決定される。
通常、液晶表示装置のバックライトとしては、３色フィルタの分光透過率に対して発光ピ
ークをもつようなＬＥＤあるいはＣＣＦＴ（冷陰極管）が用いられる。
【０００９】
しかしながら、反射透過両用型の液晶表示装置に上記した４色フィルタを用いると、明る
さや色再現範囲を拡大することは可能となるものの、ホワイトバランスに大きな影響を及
ぼす。
【００１０】
すなわち、３色フィルタに応じたバックライトを備えた液晶表示装置に対し、カラーフィ
ルタを４色フィルタに変更すると、そのホワイトバランスの色調が黄色方向にシフトして
しまう。
【００１１】
ここで、透過表示でのホワイトバランスに関しては、バックライトの色調を調整すること
により改善できる。
しかしながら、周囲の光を用いる反射表示では、光源の色調を調整することは不可能なた
め、ホワイトバランスの黄色みを解消することは困難である。
また、バックライトの色調を調整すると、透過表示と反射表示との間のホワイトバランス
に大きな差異が生じる、という問題も発生する。
【００１２】
また、周囲の光を用いた場合にホワイトバランスが最適となるように、表示装置のホワイ
トバランスをあらかじめＲＧＢＹの４色で調節することも考えられる。
【００１３】
しかしながら、このような調整のためには、Ｂフィルタの膜厚を極端に薄くする必要があ
る。また、このようにＢフィルタの膜厚を薄くしても、黄色みの全くないホワイトバラン
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スは得られない。
さらに、このような調整を行うと、表示色が、ＮＴＳＣ規格に沿った３色フィルタを用い
て得られる色と大きく異なってしまう、という問題も生じる。
【００１４】
本発明は、上記のような従来の問題点に鑑みてなされたものである。そして、その目的は
、透過表示と反射表示とのホワイトバランスなどの色味の相違を低減することが可能な反
射透過両用型の表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
本発明者らは、透過表示と反射表示とのホワイトバランスなどの色味の相違を低減するこ
とが可能な反射透過両用型の表示装置について種々検討したところ、透過領域と反射領域
とに用いられるフィルタに着目した。そして、従来の反射透過両用型の表示装置において
は、透過領域と反射領域とに同様の色のフィルタが用いられていることで逆に、透過表示
と反射表示とのホワイトバランスにおける色味の相違が生じることを見いだすとともに、
透過領域に対応するフィルタの色数と、反射領域に対応するフィルタの色数とが、異なっ
ていることにより、透過表示と反射表示とのホワイトバランスにおける色味の格差を低減
することができることを見いだし、上記課題をみごとに解決することができることに想到
し、本発明に到達したものである。
【００１６】
すなわち、本発明は、バックライトの光を透過させて画像を表示する透過領域と、周囲の
光を反射して画像を表示する反射領域とを備えた反射透過両用型の表示装置であって、複
数色のフィルタを有するカラーフィルタ部を備えており、透過領域に対応するフィルタの
色数と、反射領域に対応するフィルタの色数とが、異なっている表示装置（以下、第１の
本発明の表示装置ともいう。）である。
本発明はまた、バックライトの光を透過させて画像を表示する透過表示と、周囲の光を反
射して画像を表示する反射表示とを行うことができる反射透過両用型の表示装置であって
、複数色のフィルタを有するカラーフィルタ部を備えており、透過表示に利用するフィル
タの色数と、反射表示に利用するフィルタの色数とが、異なっている表示装置（以下、第
２の本発明の表示装置ともいう。）でもある。
【００１７】
第１の本発明の表示装置は、バックライトの光を透過させて画像を表示する透過領域と、
周囲の光を反射して画像を表示する反射領域とを備えたものである。また、第２の本発明
の表示装置は、バックライトの光を透過させて画像を表示する透過表示と、周囲の光を反
射して画像を表示する反射表示とを行うことができるものである。すなわち、本発明の表
示装置は、反射透過両用型の表示装置であり、透過領域においては、バックライトの光を
利用した透過表示を行い、一方、反射領域においては、周囲の光を利用した反射表示を行
う。
【００１８】
本発明の表示装置は、複数色のフィルタを有するカラーフィルタ部を備えている。
これにより、表示装置のカラー表示が可能となる。フィルタの配列パターンとしては特に
限定されず、ストライプ配列、デルタ配列、モザイク配列等が挙げられる。フィルタの材
質としては特に限定されず、例えば、染料によって染色された樹脂、顔料が分散された樹
脂、顔料が分散された流動性材料を固化させてなるもの等が挙げられる。流動性材料は、
通常、インクとも呼ばれる。フィルタの形成方法としては特に限定されず、例えば、染色
法、顔料分散法、電着法、印刷法、インクジェット法等が挙げられる。
【００１９】
また、本発明の表示装置は、フィルタ間における光漏れを防止するために、フィルタ間に
ブラックマトリクス（ＢＭ）が配置されていてもよい。さらに、フィルタをインクジェッ
ト法、印刷法等で形成する場合には、異なる色のインク同士が混色するのを防ぐために、
突起状構造物（バンク）がフィルタ間に配置されていてもよい。
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【００２０】
尚、本明細書において、フィルタとは、所定の波長範囲の可視光を選択的に他の可視光よ
りも多く透過するものであり、可視光の全ての波長範囲に一様な透過率を有するものはフ
ィルタには含めない。複数色のフィルタとしては特に限定されないが、色再現範囲を大き
くする観点から、３色以上のフィルタであることが好ましく、例えば、Ｒ（赤）、Ｇ（緑
）、Ｂ（青）の３原色、Ｒ、Ｇ、ＢおよびＹ（黄）又はＣ（シアン）の４色、Ｒ、Ｇ、Ｂ
、ＹおよびＣの５色、Ｒ、Ｇ、Ｂ、Ｙ、Ｃおよびマゼンタ（Ｍ）の６色等が挙げられる。
【００２１】
また、本明細書において、赤とは、ＸＹＺ表色系のｘｙ色度図において、主波長が５９７
ｎｍ以上、７８０ｎｍ以下の色のことであり、好ましくは、主波長が６００ｎｍ以上、６
２０ｎｍ以下の色のことである。
黄とは、主波長が５５８ｎｍ以上、５９７ｎｍ未満の色のことであり、好ましくは、主波
長が５７０ｎｍ以上、５８２ｎｍ以下の色のことである。
緑とは、主波長が５１０ｎｍ以上、５５８ｎｍ未満の色のことであり、好ましくは、主波
長が５２０ｎｍ以上、５５７ｎｍ以下の色のことである。
シアンとは、主波長が４８８ｎｍ以上、５１０ｎｍ未満の色のことであり、好ましくは、
主波長が４９３ｎｍ以上、５０３ｎｍ以下の色のことである。
青とは、主波長が３８０ｎｍ以上、４８８ｎｍ未満の色のことであり、好ましくは、主波
長が４５５ｎｍ以上、４７５ｎｍ以下の色のことである。
【００２２】
第１の本発明の表示装置は、透過領域に対応するフィルタの色数と、反射領域に対応する
フィルタの色数とが、異なっている。また、第２の本発明の表示装置は、透過表示に利用
するフィルタの色数と、反射表示に利用するフィルタの色数とが、異なっている。これら
によれば、透過表示及び反射表示にそれぞれ最適なフィルタを、透過領域及び反射領域に
備えることが可能となるので、各表示における色味の調整が可能となり、その結果として
、透過表示と反射表示とのホワイトバランスなどの色味の格差を低減することができる。
【００２３】
本発明の表示装置の構成としては、このような構成要素を必須として形成されるものであ
る限り、その他の構成要素を含んでいても含んでいなくてもよく、特に限定されるもので
はない。
本発明の表示装置における好ましい形態について以下に詳しく説明する。
【００２４】
第１の本発明の表示装置としては、透過領域に対応するフィルタの色数が、反射領域に対
応するフィルタの色数より多い形態が挙げられる。また第２の本発明の表示装置としては
、透過表示に利用するフィルタの色数が、反射表示に利用するフィルタの色数より多い形
態が挙げられる。これらによれば、透過表示に利用するフィルタの色数を多くすることで
、透過表示の色再現範囲の拡大を図ることや、透過表示のホワイトバランスの調整を最適
化することができる。
【００２５】
このような形態のなかでも、透過領域に対応するフィルタの色数が４である一方、反射領
域に対応するフィルタの色数が３であることが好ましい。これにより、フィルタの色数の
増加を最小限に抑えつつ、透過表示の表示品位の向上を図ることができる。
【００２６】
より具体的には、第１の本発明の表示装置において、透過領域に対応するフィルタが赤フ
ィルタ，緑フィルタ，青フィルタおよび黄フィルタである一方、反射領域に対応するフィ
ルタが赤フィルタ，緑フィルタおよび青フィルタであることが好ましい。また、第２の本
発明の表示装置において、透過表示に利用するフィルタが赤フィルタ，緑フィルタ，青フ
ィルタおよび黄フィルタであり、反射表示に利用するフィルタが赤フィルタ，緑フィルタ
および青フィルタであることが好ましい。このように、反射表示において使用するフィル
タをＲ，Ｇ，Ｂの３色に限定することによって、反射表示のホワイトバランスが黄色方向
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へシフトするのを回避することができる。また、透過表示のホワイトバランスは、バック
ライトに用いられる光源の色温度、透過領域における液晶層の厚み（以下、セル厚ともい
う。）等を適宜調整することによって、透過表示のホワイトバランスが黄色方向へシフト
するのを回避することができる。したがって、透過表示と反射表示との色味の格差を効果
的に低減することができる。また、透過領域に対応するフィルタが４色であることから、
透過表示における色再現範囲を大きくすることができる。
【００２７】
また第１の本発明の表示装置としては、反射領域に対応するフィルタの色数が、透過領域
に対応するフィルタの色数より多い形態が挙げられる。また第２の本発明の表示装置とし
ては、反射領域に対応するフィルタの色数が、透過領域に対応するフィルタの色数より多
い形態が挙げられる。これらによれば、反射表示に利用するフィルタの色数を多くするこ
とで、反射表示の色再現範囲の拡大を図ることや、反射表示のホワイトバランスの調整を
最適化することができる。
【００２８】
このような形態のなかでも、透過領域に対応するフィルタの色数が４である一方、反射領
域に対応するフィルタの色数が５であることが好ましい。これにより、フィルタの色数の
増加を最小限に抑えつつ、反射表示の表示品位の向上を図ることができる。
【００２９】
より具体的には、第１の本発明の表示装置において、透過領域に対応するフィルタが赤フ
ィルタ，緑フィルタ，青フィルタおよび黄フィルタである一方、反射領域に対応するフィ
ルタが赤フィルタ，緑フィルタ，青フィルタ，黄フィルタおよびシアンフィルタであるこ
とが好ましい。また、第２の本発明の表示装置において、透過表示に利用するフィルタが
赤フィルタ，緑フィルタ，青フィルタおよび黄フィルタであり、反射表示に利用するフィ
ルタが赤フィルタ，緑フィルタ，青フィルタ，黄フィルタおよびシアンフィルタであるこ
とが好ましい。このように、反射表示に利用するフィルタに、黄色の補色である青色成分
を多く透過するシアンフィルタを加えることによって、反射表示において、ホワイトバラ
ンスの黄色方向へのシフトを回避することができる。
【００３０】
第１の本発明の表示装置の好ましい形態としては、透過領域に対応するフィルタが赤フィ
ルタ，緑フィルタ，青フィルタおよび黄フィルタであるとともに、反射領域に対応するフ
ィルタが赤フィルタ，緑フィルタおよび青フィルタであり、透過領域に対応して黄フィル
タが設けられた画素では、周囲の光を反射する反射材が形成された領域が、遮光部材によ
って遮光されている形態（以下、「第１形態」とする。）が挙げられる。このようなバッ
クライトの光を透過させて画像を表示する透過領域と、周囲の光を反射して画像を表示す
る反射領域とを備えた反射透過両用型の表示装置であって、複数色のフィルタを有するカ
ラーフィルタ部を備えており、透過領域に対応するフィルタが赤フィルタ，緑フィルタ，
青フィルタおよび黄フィルタであるとともに、反射領域に対応するフィルタが赤フィルタ
，緑フィルタおよび青フィルタであり、透過領域に対応して黄フィルタが設けられた画素
では、周囲の光を反射する反射材が形成された領域が、遮光部材によって遮光されている
表示装置もまた本発明の１つである。
【００３１】
このように、黄フィルタが設けられた画素において、通常、反射領域が形成される領域を
、遮光部材で遮光することによって、反射表示はＲＧＢの３原色の光を用いて表示される
こととなる。したがって、反射表示のホワイトバランスの黄色みを抑えることができる。
また、遮光部材として、フィルタ間に通常配置されるＢＭを用いることができるので、製
造工程を特に複雑化させることなく、第１形態の表示装置を容易に製造することができる
。
【００３２】
尚、本明細書において、遮光部材とは、可視光を実質的に全て遮る部材であり、４００～
７００ｎｍの波長の光線に対して０．１％よりも小さい光透過率を有し、所定の波長範囲
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の可視光を選択的に透過するフィルタとは区別されるものである。遮光部材の材質として
は特に限定されず、黒色顔料が分散されたアクリル系樹脂等が挙げられる。黒色顔料とし
ては特に限定されず、カーボン微粒子、クロム又はチタン系黒色顔料等が挙げられる。
【００３３】
上記反射材は、黄フィルタが設けられた画素の遮光部材により遮光される領域のほか、通
常、他の画素の反射領域に対応して形成される。反射材の材質としては、光反射機能を有
するものであれば特に限定されず、アルミニウム（Ａｌ）、銀（Ａｇ）、またはこれら金
属の合金等が挙げられる。
また、反射材は、電極としての機能を有してもよい。反射材が電極としても機能する場合
には、反射材は、反射電極とも呼ばれる。反射材が電極として機能しない場合には、反射
材が配置された領域に対応して電極を別途形成することが好ましい。
反射材は、表面を凹凸状等にして光散乱性を持たせてもよいし、鏡面としてもよい。鏡面
にする場合には、別途光散乱層を設けることが好ましい。この光散乱層は、反射材が持つ
光散乱性と合わせて用いても構わない。
【００３４】
尚、画素は、画像の最小表示単位であり、カラー表示の場合には、通常、全ての色のフィ
ルタが１つずつ組み合わされた領域、例えば、ＲＧＢの領域、ＲＧＢＹの領域等を意味す
る。
しかしながら、本明細書において、画素は、１つの色のフィルタを含む領域、いわゆる副
画素を意味する。
したがって、第１形態の表示装置は、透過領域および反射領域に対応して赤フィルタが設
けられたＲ画素、緑フィルタが設けられたＧ画素および青フィルタが設けられたＢ画素と
、透過領域に対応して黄フィルタが設けられ、反射材が形成された領域に対応して遮光部
材が設けられた画素（Ｙ画素とする。）とを有する。
【００３５】
第１の本発明の表示装置の好ましい他の形態としては、透過領域に対応するフィルタが赤
フィルタ，緑フィルタ，青フィルタおよび黄フィルタであるとともに、反射領域に対応す
るフィルタが赤フィルタ，緑フィルタおよび青フィルタであり、透過領域に対応して黄フ
ィルタが設けられた画素には、周囲の光を反射する反射材が形成されない形態（以下、「
第２形態」とする。）が挙げられる。このようなバックライトの光を透過させて画像を表
示する透過領域と、周囲の光を反射して画像を表示する反射領域とを備えた反射透過両用
型の表示装置であって、複数色のフィルタを有するカラーフィルタ部を備えており、透過
領域に対応するフィルタが赤フィルタ，緑フィルタ，青フィルタおよび黄フィルタである
とともに、反射領域に対応するフィルタが赤フィルタ，緑フィルタおよび青フィルタであ
り、透過領域に対応して黄フィルタが設けられた画素には、周囲の光を反射する反射材が
形成されない表示装置もまた本発明の１つである。
【００３６】
このように、黄フィルタが設けられた画素において、通常、反射領域が形成される領域に
、反射材を形成しないことによって、反射表示はＲＧＢの３原色の光を用いて表示される
こととなる。したがって、透過表示のホワイトバランスの黄色みを抑えることができる。
また、黄フィルタが設けられた画素に反射材を形成しないだけで、第２形態の表示装置を
容易に製造することができる。
【００３７】
尚、第２形態の表示装置は、透過領域及び反射領域に対応して赤フィルタが設けられたＲ
画素と、透過領域及び反射領域に対応して緑フィルタが設けられたＧ画素と、透過領域及
び反射領域に対応して青フィルタが設けられたＢ画素と、透過領域に対応して黄フィルタ
が設けられた画素（Ｙ画素とする。）とを有する。
【００３８】
第１の本発明の表示装置の好ましい他の形態としては、透過領域に対応するフィルタが赤
フィルタ，緑フィルタ，青フィルタおよび黄フィルタであるとともに、反射領域に対応す
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るフィルタが赤フィルタ，緑フィルタおよび青フィルタであり、透過領域に対応して黄フ
ィルタが設けられた画素では、反射領域に対応して無彩色の膜が形成されている形態（以
下、「第３形態」とする。）が挙げられる。このようなバックライトの光を透過させて画
像を表示する透過領域と、周囲の光を反射して画像を表示する反射領域とを備えた反射透
過両用型の表示装置であって、複数色のフィルタおよび無彩色の膜を有するカラーフィル
タ部を備えており、透過領域に対応するフィルタが赤フィルタ，緑フィルタ，青フィルタ
および黄フィルタであるとともに、反射領域に対応するフィルタが赤フィルタ，緑フィル
タおよび青フィルタであり、透過領域に対応して黄フィルタが設けられた画素では、反射
領域に対応して無彩色の膜が形成されている表示装置も本発明の１つである。
【００３９】
このように、黄フィルタが設けられた画素において、反射領域に、無彩色の膜を形成する
ことによって、反射表示はＲＧＢの３原色を用いて表示されることとなる。したがって、
反射表示のホワイトバランスの黄色みを抑えることができる。
【００４０】
尚、本明細書において、無彩色の膜とは、可視光を非選択的に透過する樹脂からなる膜で
あり、光透過率は特に限定されず、所定の波長範囲の可視光を選択的に透過するフィルタ
とは区別されるものである。したがって、上記遮光部材、後述する実質的に無色透明な樹
脂膜および灰色の膜は、無彩色の膜に含まれる。無彩色の膜の材質としては特に限定され
ず、黒色顔料が分散されたアクリル系樹脂等が挙げられる。
黒色顔料としては特に限定されず、カーボン微粒子、クロム又はチタン系黒色顔料等が挙
げられる。
したがって、無彩色の膜の光透過率を適宜調整することによって、反射表示はＲＧＢの３
原色の光のみならず、無彩色の膜を透過した光も利用して表示を行うことができるので、
容易に反射表示の明るさを所望の明るさに調整することができる。無彩色の膜の光透過率
の調整方法としては、例えば、樹脂中に分散される黒色顔料の含有量を制御する方法等が
挙げられる。
【００４１】
尚、第３形態の表示装置は、透過領域及び反射領域に対応して赤フィルタが設けられたＲ
画素と、透過領域及び反射領域に対応して緑フィルタが設けられたＧ画素と、透過領域及
び反射領域に対応して青フィルタが設けられたＢ画素と、透過領域に対応して黄フィルタ
が設けられ、反射領域に対応して無彩色の膜が設けられた画素（Ｙ画素とする）とを有す
る。
【００４２】
第１の本発明の表示装置の好ましい他の形態としては、透過領域に対応するフィルタが赤
フィルタ，緑フィルタ，青フィルタおよび黄フィルタであるとともに、反射領域に対応す
るフィルタが赤フィルタ，緑フィルタおよび青フィルタであり、透過領域に対応して黄フ
ィルタが設けられた画素では、反射領域に対応して実質的に無色透明な樹脂膜が形成され
ている形態（以下、「第４形態」とする。）が挙げられる。このようなバックライトの光
を透過させて画像を表示する透過領域と、周囲の光を反射して画像を表示する反射領域と
を備えた反射透過両用型の表示装置であって、複数色のフィルタおよび実質的に無色透明
な樹脂膜を有するカラーフィルタ部を備えており、透過領域に対応するフィルタが赤フィ
ルタ，緑フィルタ，青フィルタおよび黄フィルタであるとともに、反射領域に対応するフ
ィルタが赤フィルタ，緑フィルタおよび青フィルタであり、透過領域に対応して黄フィル
タが設けられた画素では、反射領域に対応して実質的に無色透明な樹脂膜が形成されてい
る表示装置もまた本発明の１つである。
【００４３】
このように、黄フィルタが設けられた画素において、反射領域に、実質的に無色透明な樹
脂膜を形成することによって、反射表示はＲＧＢの３原色の光を用いて表示されることと
なる。したがって、反射表示のホワイトバランスの黄色みを抑えることができる。
また、反射表示はＲＧＢの３原色のみならず、実質的に無色透明な樹脂膜を透過した光も
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利用して表示を行うことから、反射表示を明るくすることができる。このとき、透過領域
に黄フィルタが設けられた画素の反射領域を構成する反射材を変えることで、反射領域で
の反射率を変えることができるため、任意の明るさを得ることができる。反射材としては
可視光の領域においてブロードな反射率を持つ金属が好ましく、アルミニウムやクロム、
タングステン等が挙げられる。
【００４４】
尚、本明細書において、実質的に無色透明な樹脂膜とは、可視光を実質的に全て透過する
樹脂からなる膜であり、４００～７００ｎｍの波長の光線に対して９０％よりも大きい光
透過率を有し、所定の波長範囲の可視光を選択的に透過するフィルタとは区別されるもの
である。樹脂膜の材質としては、実質的に無色透明であれば特に限定されず、アクリル系
樹脂等が挙げられる。
【００４５】
また、第４形態の表示装置は、透過領域及び反射領域に対応して赤フィルタが設けられた
Ｒ画素と、透過領域及び反射領域に対応して緑フィルタが設けられたＧ画素と、透過領域
及び反射領域に対応して青フィルタが設けられたＢ画素と、透過領域に対応して黄フィル
タが設けられ、反射領域に対応して実質的に無色透明な樹脂膜が設けられた画素（Ｙ画素
とする）とを有する。
【００４６】
また、カラーフィルタ部において、Ｙ画素の反射領域に対応して実質的に無色透明な樹脂
膜を形成する代わりに、無色透明な樹脂膜を形成せず、単に開口部を設ける構成にしても
、上述の効果が得られる。しかしながら、開口部においてセル厚異常等が発生するおそれ
がある。
【００４７】
第１の本発明の表示装置の好ましい他の形態としては、透過領域に対応するフィルタが赤
フィルタ，緑フィルタ，青フィルタおよび黄フィルタであるとともに、反射領域に対応す
るフィルタが赤フィルタ，緑フィルタおよび青フィルタであり、透過領域に対応して黄フ
ィルタが設けられた画素では、反射領域に対応して灰色の膜が形成されている形態（以下
、「第５形態」とする。）が挙げられる。このようなバックライトの光を透過させて画像
を表示する透過領域と、周囲の光を反射して画像を表示する反射領域とを備えた反射透過
両用型の表示装置であって、複数色のフィルタおよび灰色の膜を有するカラーフィルタ部
を備えており、透過領域に対応するフィルタが赤フィルタ，緑フィルタ，青フィルタおよ
び黄フィルタであるとともに、反射領域に対応するフィルタが赤フィルタ，緑フィルタお
よび青フィルタであり、透過領域に対応して黄フィルタが設けられた画素では、反射領域
に対応して灰色の膜が形成されている表示装置も本発明の１つである。
【００４８】
このように、黄フィルタが設けられた画素において、反射領域に、灰色の膜を形成するこ
とによって、反射表示はＲＧＢの３原色を用いて表示されることとなる。したがって、反
射表示のホワイトバランスの黄色みを抑えることができる。
また、反射表示はＲＧＢの３原色の光のみならず、灰色の膜を透過した光も利用して表示
を行う。したがって、灰色の膜の光透過率を調整することによって、反射表示を所望の明
るさで表示することができる。
【００４９】
尚、本明細書において、灰色の膜とは、可視光を非選択的に透過する樹脂からなる膜であ
り、４００～７００ｎｍの波長の光線に対して０．１％以上、９０％以下の光透過率を有
し、所定の波長範囲の可視光を選択的に透過するフィルタとは区別されるものである。灰
色の膜の材質としては特に限定されず、黒色顔料が分散されたアクリル系樹脂等が挙げら
れる。黒色顔料としては特に限定されず、カーボン微粒子、クロム又はチタン系黒色顔料
等が挙げられる。
灰色の膜の光透過率を調整する方法としては、例えば、樹脂中に分散される黒色顔料の含
有量を制御する方法等が挙げられ、これにより、容易に反射表示の明るさを調整すること
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ができる。
【００５０】
尚、第５形態の表示装置は、透過領域及び反射領域に対応して赤フィルタが設けられたＲ
画素と、透過領域及び反射領域に対応して緑フィルタが設けられたＧ画素と、透過領域及
び反射領域に対応して青フィルタが設けられたＢ画素と、透過領域に対応して黄フィルタ
が設けられ、反射領域に対応して灰色の膜が設けられた画素（Ｙ画素とする）とを有する
。
【００５１】
第１の本発明の表示装置の好ましい他の形態としては、透過領域に対応するフィルタが赤
フィルタ，緑フィルタ，青フィルタおよび黄フィルタであるとともに、反射領域に対応す
るフィルタが赤フィルタ，緑フィルタおよび青フィルタであり、透過領域に対応して黄フ
ィルタが設けられた画素では、反射領域に対応して無彩色の光が出射する形態（以下、「
第６形態」とする。）が挙げられる。このようなバックライトの光を透過させて画像を表
示する透過領域と、周囲の光を反射して画像を表示する反射領域とを備えた反射透過両用
型の表示装置であって、複数色のフィルタを有するカラーフィルタ部を備えており、透過
領域に対応するフィルタが赤フィルタ，緑フィルタ，青フィルタおよび黄フィルタである
とともに、反射領域に対応するフィルタが赤フィルタ，緑フィルタおよび青フィルタであ
り、透過領域に対応して黄フィルタが設けられた画素では、反射領域から無彩色の光が出
射する表示装置も本発明の１つである。
【００５２】
このように、黄フィルタが設けられた画素において、反射領域から無彩色の光を出射する
ことによって、反射表示はＲＧＢの３原色を用いて表示されることとなる。したがって、
反射表示のホワイトバランスの黄色みを抑えることができる。
また、反射表示は、ＲＧＢの３原色の光のみならず、無彩色の光も利用して表示を行う。
したがって、無彩色の光の光量を調整することによって、反射表示を所望の明るさで表示
することができる。
【００５３】
尚、第６形態の表示装置は、透過領域及び反射領域に対応して赤フィルタが設けられたＲ
画素と、透過領域及び反射領域に対応して緑フィルタが設けられたＧ画素と、透過領域及
び反射領域に対応して青フィルタが設けられたＢ画素と、透過領域に対応して黄フィルタ
が設けられた画素（Ｙ画素とする）とを有する。
また、上記第１～６形態は、第２の本発明の表示装置に適用することも可能である。
例えば、第２の本発明の表示装置は、（ａ）透過表示に黄フィルタを利用する画素におい
て、周囲の光を反射する反射材が形成された領域が、遮光部材によって遮光されている形
態、（ｂ）透過表示に黄フィルタを利用する画素において、周囲の光を反射する反射材が
形成されない形態であってもよい。
【００５４】
また、第２の本発明の表示装置の好ましい形態としては、透過表示に利用するフィルタが
赤フィルタ，緑フィルタ，青フィルタおよび黄フィルタであるとともに、反射表示に利用
するフィルタが赤フィルタ，緑フィルタおよび青フィルタであり、透過表示に黄フィルタ
を利用する画素は、何れの色のフィルタも利用せずに反射表示を行う形態（以下、「第７
形態」とする。）が挙げられる。このようなバックライトの光を透過させて画像を表示す
る透過表示と、周囲の光を反射して画像を表示する反射表示とを行うことができる反射透
過両用型の表示装置であって、複数色のフィルタを有するカラーフィルタ部を備えており
、透過表示に利用するフィルタが赤フィルタ，緑フィルタ，青フィルタおよび黄フィルタ
であるとともに、反射表示に利用するフィルタが赤フィルタ，緑フィルタおよび青フィル
タであり、透過表示に黄フィルタを利用する画素は、何れの色のフィルタも利用せずに反
射表示を行う表示装置もまた本発明の１つである。
【００５５】
このように、黄フィルタが設けられた画素において、反射表示に利用される領域に、何れ
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の色のフィルタも配置しないことによって、反射表示はＲＧＢの３原色の光を用いて表示
されることとなる。したがって、透過表示のホワイトバランスの黄色みを抑えることがで
きる。
【００５６】
上記第７形態の表示装置としては、（１）透過表示に黄フィルタを利用する画素は、無彩
色の膜を透過した光を利用して反射表示を行う形態、（２）透過表示に黄フィルタを利用
する画素は、実質的に無色透明な樹脂膜を透過した光を利用して反射表示を行う形態、（
３）透過表示に黄フィルタを利用する画素は、灰色の膜を透過した光を利用して反射表示
を行う形態、（４）透過表示に黄フィルタを利用する画素は、無彩色の光を利用して反射
表示を行う形態が好ましい。
【００５７】
すなわち、上記（１）のような、バックライトの光を透過させて画像を表示する透過表示
と、周囲の光を反射して画像を表示する反射表示とを行うことができる反射透過両用型の
表示装置であって、複数色のフィルタおよび無彩色の膜を有するカラーフィルタ部を備え
ており、透過表示に利用するフィルタが赤フィルタ，緑フィルタ，青フィルタおよび黄フ
ィルタであるとともに、反射表示に利用するフィルタが赤フィルタ，緑フィルタおよび青
フィルタであり、透過表示に黄フィルタを利用する画素は、無彩色の膜を透過した光を利
用して反射表示を行う表示装置もまた本発明の１つである。
【００５８】
また、上記（２）のような、バックライトの光を透過させて画像を表示する透過表示と、
周囲の光を反射して画像を表示する反射表示とを行うことができる反射透過両用型の表示
装置であって、複数色のフィルタおよび実質的に無色透明な樹脂膜を有するカラーフィル
タ部を備えており、透過表示に利用するフィルタが赤フィルタ，緑フィルタ，青フィルタ
および黄フィルタであるとともに、反射表示に利用するフィルタが赤フィルタ，緑フィル
タおよび青フィルタであり、透過表示に黄フィルタを利用する画素は、実質的に無色透明
な樹脂膜を透過した光を利用して反射表示を行う表示装置もまた本発明の１つである。
【００５９】
さらに、上記（３）のような、バックライトの光を透過させて画像を表示する透過表示と
、周囲の光を反射して画像を表示する反射表示とを行うことができる反射透過両用型の表
示装置であって、複数色のフィルタおよび灰色の膜を有するカラーフィルタ部を備えてお
り、透過表示に利用するフィルタが赤フィルタ，緑フィルタ，青フィルタおよび黄フィル
タであるとともに、反射表示に利用するフィルタが赤フィルタ，緑フィルタおよび青フィ
ルタであり、透過表示に黄フィルタを利用する画素は、灰色の膜を透過した光を利用して
反射表示を行う表示装置もまた本発明の１つである。
【００６０】
また、上記（４）のような、バックライトの光を透過させて画像を表示する透過表示と、
周囲の光を反射して画像を表示する反射表示とを行うことができる反射透過両用型の表示
装置であって、複数色のフィルタを有するカラーフィルタ部を備えており、透過表示に利
用するフィルタが赤フィルタ，緑フィルタ，青フィルタおよび黄フィルタであるとともに
、反射表示に利用するフィルタが赤フィルタ，緑フィルタおよび青フィルタであり、透過
表示に黄フィルタを利用する画素は、無彩色の光を利用して反射表示を行う表示装置もま
た本発明の１つである。
【００６１】
上記（１）の場合、黄フィルタが設けられた画素において、通常、反射領域に対応した領
域に、無彩色の膜を形成することによって、反射表示はＲＧＢの３原色の光を用いて表示
されることとなる。したがって、透過表示のホワイトバランスの黄色みを抑えることがで
きる。
また、無彩色の膜の光透過率を調整することによって、反射表示はＲＧＢの３原色の光の
みならず、無彩色の膜を透過した光も利用して表示を行うことができる。したがって、反
射表示を所望の明るさで表示することができる。
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【００６２】
尚、第７形態における上記（１）の表示装置は、透過領域及び反射領域に対応して赤フィ
ルタが設けられたＲ画素と、透過領域及び反射領域に対応して緑フィルタが設けられたＧ
画素と、透過領域及び反射領域に対応して青フィルタが設けられたＢ画素と、透過領域に
対応して黄フィルタが設けられ、反射領域に対応して無彩色の膜が設けられた画素（Ｙ画
素とする）とを有する。
【００６３】
上記（２）の場合、黄フィルタが設けられた画素において、通常、反射領域に対応した領
域に、実質的に無色透明な樹脂膜を形成することによって、反射表示はＲＧＢの３原色の
光を用いて表示されることとなる。したがって、反射表示のホワイトバランスの黄色みを
抑えることができる。
また、反射表示はＲＧＢの３原色の光のみならず、実質的に無色透明な樹脂膜を透過した
光も利用して表示を行うことから、反射表示を明るくすることができる。
【００６４】
尚、第７形態における上記（２）の表示装置は、透過領域及び反射領域に対応して赤フィ
ルタが設けられたＲ画素と、透過領域及び反射領域に対応して緑フィルタが設けられたＧ
画素と、透過領域及び反射領域に対応して青フィルタが設けられたＢ画素と、透過領域に
対応して黄フィルタが設けられ、反射領域に対応して実質的に無色透明な樹脂膜が設けら
れた画素（Ｙ画素とする）とを有する。
【００６５】
上記（３）の場合、黄フィルタが設けられた画素において、通常、反射領域に対応した領
域に、灰色の膜を形成することによって、反射表示はＲＧＢの３原色の光を用いて表示さ
れることとなる。したがって、透過表示のホワイトバランスの黄色みを抑えることができ
る。
また、反射表示はＲＧＢの３原色の光のみならず、灰色の膜を透過した光も利用して表示
を行う。したがって、灰色の膜の光透過率を調整することによって、反射表示を所望の明
るさで表示することができる。
【００６６】
尚、第７形態における上記（３）の表示装置は、透過領域及び反射領域に対応して赤フィ
ルタが設けられたＲ画素と、透過領域及び反射領域に対応して緑フィルタが設けられたＧ
画素と、透過領域及び反射領域に対応して青フィルタが設けられたＢ画素と、透過領域に
対応して黄フィルタが設けられ、反射領域に対応して灰色の膜が設けられた画素（Ｙ画素
とする）とを有する。
【００６７】
上記（４）の場合、黄フィルタが設けられた画素において、無彩色の光を利用して反射表
示を行うことによって、反射表示はＲＧＢの３原色の光を用いて表示されることとなる。
したがって、透過表示のホワイトバランスの黄色みを抑えることができる。
また、反射表示は、ＲＧＢの３原色の光のみならず、無彩色の光も利用して表示を行うこ
とから、無彩色の光の光量を調整することによって、反射表示を所望の明るさで表示する
ことができる。
【００６８】
尚、第７形態における上記（４）の表示装置は、透過領域及び反射領域に対応して赤フィ
ルタが設けられたＲ画素と、透過領域及び反射領域に対応して緑フィルタが設けられたＧ
画素と、透過領域及び反射領域に対応して青フィルタが設けられたＢ画素と、透過領域に
対応して黄フィルタが設けられた画素（Ｙ画素とする）とを有する。
また、上記第７形態は、第１の本発明の表示装置に適用することも可能である。
【００６９】
本発明はまた、バックライトの光を透過させて画像を表示する透過領域と、周囲の光を反
射して画像を表示する反射領域とを備えた反射透過両用型の表示装置であって、複数色の
フィルタおよび黄フィルタと青フィルタとの積層膜を有するカラーフィルタ部を備えてお
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り、透過領域に対応するフィルタが赤フィルタ，緑フィルタ，青フィルタおよび黄フィル
タであるとともに、反射領域に対応するフィルタが赤フィルタ，緑フィルタ，青フィルタ
であり、透過領域に対応して黄フィルタが設けられた画素では、反射領域に対応して黄フ
ィルタと青フィルタとが重ねて配置されている表示装置（以下、第３の本発明の表示装置
ともいう。）でもある。
本発明は更に、バックライトの光を透過させて画像を表示する透過表示と、周囲の光を反
射して画像を表示する反射表示とを行うことができる反射透過両用型の表示装置であって
、複数色のフィルタおよび黄フィルタと青フィルタとの積層膜を有するカラーフィルタ部
を備えており、透過表示に利用するフィルタが赤フィルタ，緑フィルタ，青フィルタおよ
び黄フィルタであるとともに、反射表示に利用するフィルタが赤フィルタ，緑フィルタお
よび青フィルタであり、透過表示に黄フィルタを利用する画素は、黄フィルタと青フィル
タとが重ねて配置された領域を透過した光を利用して反射表示を行う表示装置（以下、第
４の本発明の表示装置ともいう。）でもある。
【００７０】
このように、透過領域および反射領域に黄フィルタが設けられた画素において、反射領域
に対応する領域に、黄フィルタと重ねて青フィルタ（以下、無彩色化青フィルタともいう
。）が配置されると、黄と青が補色の関係にあることから、黄フィルタと青フィルタとに
より、図１３に示すように、反射領域が遮光されたり（図１３中のＡ）、反射領域から無
彩色の光が出射されたり（図１３中のＢ）することになる。その結果、反射表示はＲＧＢ
の３原色の光を用いて表示されることとなり、反射表示のホワイトバランスの黄色みを抑
えることができる。尚、図１３は、黄フィルタと無彩色化青フィルタとの積層膜を透過さ
せたときの分光透過スペクトルを示している。図中のＡは、Ａ－ｙのような分光透過スペ
クトルを示す黄フィルタとＡ－ｂのような分光透過スペクトルを示す無彩色化青フィルタ
との積層膜により遮光されたときの分光透過スペクトルを示している。一方、図中のＢは
、Ｂ－ｙのような分光透過スペクトルを示す黄フィルタとＢ－ｂのような分光透過スペク
トルを示す無彩色化青フィルタとの積層膜を透過して無彩色の光が出射されたときの分光
透過スペクトルを示している。Ｂで用いられた積層膜は、Ａで用いられた積層膜の黄フィ
ルタおよび無彩色化青フィルタをそれぞれ薄くしたものである。
【００７１】
また、黄フィルタと青フィルタとが重ねて配置された領域の光透過率を調整することによ
って、反射表示はＲＧＢの３原色の光のみならず、黄フィルタと青フィルタとが重ねて配
置された領域を透過した光も利用して表示を行うことができる。したがって、反射表示を
所望の明るさで表示することができる。
【００７２】
また、第３又は第４の本発明の表示装置において、無彩色化青フィルタとしては、可視域
の分光透過スペクトルにおいて黄フィルタと重なりを持たないものが好適であり、例えば
、青味がかった透明樹脂膜等を用いることができる。また、Ｂ画素の青フィルタと同一材
料で形成されていてもよい。Ｂ画素の青フィルタと同一材料を用いる場合には、Ｂ画素の
青フィルタを形成する際に同時に形成することができる。さらに、無彩色化青フィルタは
、反射領域における液晶層の厚みを透過領域における液晶層の厚みよりも薄くするために
設けられる透明樹脂層（マルチギャップ層）を青色に着色したものであってもよい。
黄フィルタと無彩色化青フィルタとは、直接接して配置されてもよいし、離れて配置され
てもよい。直接接する場合には、黄フィルタと無彩色化青フィルタとの積層膜の膜厚が、
赤フィルタ、緑フィルタおよび青フィルタの膜厚と略同一であることが好ましい。
【００７３】
尚、第３又は第４の本発明の表示装置の表示装置は、透過領域及び反射領域に対応して赤
フィルタが設けられたＲ画素と、透過領域及び反射領域に対応して緑フィルタが設けられ
たＧ画素と、透過領域及び反射領域に対応して青フィルタが設けられたＢ画素と、透過領
域に対応して黄フィルタが設けられ、反射領域に対応して黄フィルタと青フィルタとが重
ねて配置された画素（Ｙ画素とする）とを有する。
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【発明の効果】
【００７４】
以上のように、本発明の表示装置では、透過領域に対応するフィルタの色数と、反射領域
に対応するフィルタの色数とが異なっている。
すなわち、透過表示に利用する色数と反射表示に利用する色数とを変えることで、表示光
のホワイトバランスの色味を調整するように設計されている。従って、透過表示と反射表
示との色味の格差を低減することが可能である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００７５】
本発明の一実施形態について説明する。
本実施の形態にかかる液晶表示装置（以下、本表示装置とする。）は、反射透過両用型の
液晶表示装置である。
すなわち、本表示装置では、観察者は、屋内などの比較的に暗い環境下では、バックライ
トの光を利用した透過表示を主として観察することになる。一方、屋外などの比較的に明
るい環境下では、周囲の光を利用した反射表示を主として観察することになる。
【００７６】
まず、本表示装置の構成について説明する。
図１は、本表示装置の概略構成を示す断面図である。
この図に示すように、本表示装置は、対向基板１１と画素基板１２との間に、液晶層１３
を挟んだ構成を有している。
【００７７】
また、本表示装置における１画素の領域は、図１に示す反射領域ａと透過領域ｂとを組み
合わせた領域である。ただし、本表示装置における黄色（Ｙ）画素の領域は、透過領域ｂ
と、後述する凸部３７および反射電極３４に対応して遮光部材であるブラックマトリクス
（ＢＭ）が設けられた領域（以下、遮光領域ともいう。）とを組み合わせた領域である。
ここで、反射領域ａは、反射表示に使用される画素領域であり、透過領域ｂは、透過表示
に使用される画素領域である。
【００７８】
また、各画素は、後述するカラーフィルタ部２４における４色のフィルタ（ＲＧＢＹフィ
ルタ）に応じた、４色の画素（赤色（Ｒ）画素，青色（Ｂ）画素，緑色（Ｇ）画素，黄色
（Ｙ）画素）に分類される。
【００７９】
図１に示すように、対向基板１１は、ガラス基板２１の外側に位相差板２２，偏光板２３
を備え、また、ガラス基板２１の内側にカラーフィルタ部２４を備えた構成である。なお
、図１では図示されていないが、ガラス基板２１の内側には、ＩＴＯ（Ｉｎｄｉｕｍ　Ｔ
ｉｎ　Ｏｘｉｄｅ）などからなる共通電極が設けられてもよい。
位相差板２２は、自身を透過する光の偏光状態を調整するものである。
偏光板２３は、特定の偏光成分の光だけを透過させるものである。
【００８０】
カラーフィルタ部２４は、自身を透過する光の色を選択するものであり、赤（Ｒ）フィル
タ，青（Ｂ）フィルタ，緑（Ｇ）フィルタ，黄（Ｙ）フィルタの４色のフィルタを有して
いる。そして、各ＲＧＢＹフィルタは、それぞれ、入射光の赤色成分，青色成分，緑色成
分，黄色成分（赤と緑の両色成分）を主に透過させるようになっている。
【００８１】
また、ＲＧＢフィルタは、それぞれ、上記した反射領域ａおよび透過領域ｂからなるＲＧ
Ｂ画素に、１つずつ配されている。一方、Ｙフィルタは、透過領域ｂおよび遮光領域から
なるＹ画素に、１つずつ配されている。
また、各ＲＧＢフィルタのサイズおよび膜厚は、反射領域ａおよび透過領域ｂの双方にお
いて、ほぼ等しくなっている。また、Ｙフィルタのサイズおよび膜厚は、ＲＧＢフィルタ
のサイズおよび膜厚とほぼ等しくなっている。尚、必ずしもサイズおよび膜厚を等しくす



(17) JP 4666397 B2 2011.4.6

10

20

30

40

50

る必要はない。尚、フィルタのサイズまたは膜厚を変更すると各色の明るさが変化するの
で、ホワイトバランスが崩れないように各色のフィルタを設計することが好ましい。
【００８２】
さらに、カラーフィルタ部２４内における画素間に対応する部分には、ブラックマトリク
ス（ＢＭ）が設けられている。
そして、特に、本表示装置では、図１に示すように、Ｙ画素において、後述する凸部３７
および反射電極３４が形成される領域に対応してＢＭを形成し、通常、反射領域ａとなる
領域を遮光するように設計されている。
【００８３】
一方、画素基板１２は、ガラス基板３１の外側に位相差板３２，偏光板３３を備え、また
、ガラス基板３１の内側に、凸部３７，反射材としても機能する反射電極３４および透明
電極３５を備えた構成である。
位相差板３２は、位相差板２２と同様に、自身を透過する光の偏光状態を調整するもので
ある。
偏光板３３は、偏光板２３と同様に、特定の偏光成分の光だけを透過させるものである。
【００８４】
また、画素基板１２の裏面側（液晶層１３のない側）には、バックライト（外部光源）３
６が備えられている。バックライト３６は、透過表示において利用されるＬＥＤである。
反射電極３４は、光反射機能を有する電極であり、Ａｌなどの金属から構成される。また
、透明電極３５は、ＩＴＯなどの透明な導電材料からなる電極である。尚、反射電極３４
を電極としての機能を有しない単なる反射材とし、反射材が配置された領域に対応して電
極を別途形成しても構わない。この場合、反射材はガラス基板３１の裏面側（液晶層１３
のない側）に設けても構わない。
【００８５】
凸部３７は、Ｒ画素、Ｇ画素およびＢ画素の反射領域ａにおける反射電極３４の下層に配
され、反射電極３４を形成するための台となるものである。一方、Ｙ画素においても、遮
光領域に、凸部３７および反射電極３４が備えられている。
また、本表示装置では、この凸部３７により、反射領域ａに対応するセル厚と透過領域ｂ
に対応するセル厚とを変えている。
【００８６】
次に、本表示装置のホワイトバランスについて説明する。
ホワイトバランスは、表示装置によって表示される白色の色相であり、表示装置にとって
重要な表示性能のひとつである。
このホワイトバランスは、通常、色温度（白表示の色温度）で表現されることが多く、Ｔ
Ｖ映像などを表示する装置では、６５００Ｋ以上のホワイトバランスが必要とされている
。
【００８７】
上記したように、本表示装置の透過領域ｂでは、４色のフィルタ（ＲＧＢＹフィルタ）を
用いて画像を表示するようになっている。
従って、ＲＧＢの３色のカラーフィルタに合わせたバックライトを用いると、透過表示で
のホワイトバランスが黄色みがかり、その色温度が低くなる。
【００８８】
従って、本表示装置では、透過表示でのホワイトバランスの色温度を高めるために、バッ
クライト３６として、従来３原色で用いられている光源の光よりも色温度の高い、青みが
かった光を発するものを用いることが好ましい。図２は、バックライト３６の分光スペク
トルを示すグラフである。
尚、図中の線１～３は、バックライト３６として使用可能な３種類のＬＥＤに応じたもの
である。これらのＬＥＤは、ホワイトバランスを調節するときの光源の青みが互いに異な
るものであり、線１が最も青みが弱く、線３が最も青みが強くなる。
【００８９】
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一方、反射表示では、光源が周囲の光となるため、光源の色温度を変更することは不可能
である。このため、ＲＧＢＹフィルタの４色を用いた表示を行うと、ホワイトバランスが
黄色みを帯びてしまう。ただし色再現範囲は広がる。
そこで、本表示装置は、Ｙ画素において、通常反射領域ａとなる領域を、ＢＭによって遮
光し、これ以外の３色のフィルタ（Ｒ，Ｇ，Ｂフィルタ）を用いて反射表示するようにな
っている。
【００９０】
以上のように、色温度の高いバックライトおよび４色のフィルタを用いて透過表示を行う
ことによって、ホワイトバランスの黄色みを抑えられる。
本表示装置では、４色のフィルタで透過表示を行う場合であっても、反射表示で使用する
フィルタをＲ，Ｇ，Ｂの３原色に限定することによって、反射表示におけるホワイトバラ
ンスの黄色みを回避するようになっている。
【００９１】
また、本表示装置では、色温度の高いバックライトを用いることにより、透過表示および
反射表示の双方において、ホワイトバランスの黄色みを抑えられるので、表示品位を良好
に保つことが可能となっている。
【００９２】
次に、カラーフィルタ部２４の色再現範囲について説明する。
カラーフィルタ部２４から出射される光の色は、透過表示の場合には、ＲＧＢＹの４色を
混合した加法混色によって、反射表示の場合にはＲＧＢの３原色の加法混色によって表現
される。
【００９３】
そして、この４色あるいは３原色の色座標をｘｙ色度図（ＸＹＺ表色系色度図；ＣＩＥに
基づく）にプロットしたときに表示される４角形あるいは３角形の内部が、カラーフィル
タの色再現範囲である。また、カラーフィルタの色再現範囲の狭さまたは広さは、上記の
４角形あるいは３角形の面積に応じたものである。
従って、カラーフィルタの色再現範囲とは、カラーフィルタ部２４によって得られる色の
濃さに応じたものである。
【００９４】
すなわち、一般に、カラーフィルタの色再現範囲が狭い場合には、カラーフィルタ部２４
によって得られる色は薄い色のみとなる。
一方、カラーフィルタの色再現範囲が広い場合には、カラーフィルタ部２４によって濃い
色まで表現できる。つまり、表示色を多様化できる。また、カラーフィルタの色再現範囲
が広いほど、カラーフィルタ部２４を透過する光の量が制限される。つまり、光量が減少
する。
【００９５】
そして、本表示装置は、透過表示において、４色のカラーフィルタを用いるため、３原色
を用いる場合に比して、光の量の低減を抑えながらカラーフィルタの色再現範囲を広げる
ことが可能となっている。
【００９６】
また、本表示装置では、反射領域ａからの表示光（以下、反射表示光ともいう。）は、カ
ラーフィルタ部２４を２回通過する。一方、透過領域ｂからの表示光（以下、透過表示光
ともいう。）は、カラーフィルタ部２４を１回だけ通過する。
このため、反射表示の色再現範囲は、カラーフィルタ部に光を２回透過させて得られるも
のである。一方、透過表示の色再現範囲は、カラーフィルタ部に光を１回だけ透過させて
得られるものである。
【００９７】
このように、本表示装置では、透過表示と反射表示とで、カラーフィルタ部２４における
使用するフィルタの色数、および、カラーフィルタ部２４の透過回数が異なっている。
従って、透過表示の色再現範囲と反射表示の色再現範囲との間の色調整を行うことが好ま
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しい。これにより、反射表示と透過表示との色再現範囲を近づけることができる。
また、このような色調整は、例えば、反射領域ａと透過領域ｂとで、カラーフィルタ部２
４の厚さを変えることで実現できる。
【００９８】
また、この色調整については、セル厚を変えることでも実現できる。
図３は、液晶材料として、負の誘電率異方性を有し、０．０６５５の屈折率異方性を有す
るネマチック液晶を使用した場合における、液晶層１３の分光透過率および分光反射率の
測定結果を示すグラフである。このグラフでは、４種類の厚さの液晶層１３に関する測定
結果を示している。線Ａ～Ｄの順に、液晶層１３の厚さは薄くなっている。つまり、Ａが
最も厚く、Ｄが最も薄い。
【００９９】
尚、分光反射率とは、カラーフィルタのない場合に、本表示装置に外部から入射した光の
量と、反射領域ａで反射されて反射表示光として外部に出射される光の量との比である。
また、分光透過率とは、カラーフィルタのない場合に、バックライト３６から照射される
光の量と、透過領域ｂを透過して透過表示光として外部に出射される光の量との比である
。
【０１００】
また、この測定にかかる本表示装置では、位相差板２２・３２として、λ／４板を用いた
。また、偏光板２３・３３および位相差板２２・３２の配置および構成を調整することに
よって、偏光板２２と位相差板２３との組み合わせが１つの円偏光板（以下、表面偏光板
とする。）として機能するように、また、偏光板３３と位相差板３２との組み合わせが、
他の１つの円偏光板（以下、裏面偏光板とする。）としての機能を有するように設定した
。
さらに、対向基板１１側にある表面偏光板と画素基板１２側にある裏面偏光板とを、光学
的に互いに直交する関係に配置した。
従って、電極に電圧を印加しない場合、液晶層１３の液晶材料の液晶分子は、基板１１・
１２に対して垂直に配向する。従って、この場合、液晶層１３は外部に光を透過しないた
め、本表示装置はノーマリーブラックモードの表示を行うこととなる。
【０１０１】
このグラフに示すように、セル厚を変えることで、分光透過率および分光反射率が変化す
る。従って、セル厚を変えることで、表示光の色味を変えて、色調整を行うことが可能と
なる。
【０１０２】
また、カラーフィルタ、バックライト、あるいはセル厚を変えることで、ホワイトバラン
スを調節することも可能である。
【０１０３】
尚、図１の構成では、反射表示で３原色のフィルタを利用した表示を行うために、Ｙ画素
において、通常反射領域ａとなる領域にＹフィルタを設ける代わりにＢＭを設け、この領
域を遮光するようにしている。しかしながら、これに限らず、図４に示すように、Ｙ画素
の遮光領域において、Ｙフィルタに他の遮光材料を塗布することで、この領域を遮光して
もよい。
【０１０４】
また、本表示装置は、Ｙ画素の反射領域ａにおいて、カラーフィルタ部２４に無彩色の膜
である実質的に無色透明の樹脂膜Ｔを備えた構成としてもよい。
すなわち、例えば、本表示装置を、図９に示すような構成としてもよい。この構成では、
Ｙ画素は、他のＲＧＢ画素と同様のサイズであり、透過領域ｂにＹフィルタと、反射領域
ａに実質的に無色透明の樹脂膜Ｔとを設けた設計となっている。
この場合には、反射表示の色相を変化させることなく、光の利用効率を向上させられる。
【０１０５】
また、Ｙ画素の反射領域ａにおいて、カラーフィルタ部２４に無彩色の膜である灰色の樹
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脂膜Ｇｙを備えた構成としてもよい。
すなわち、例えば、本表示装置を、図１０に示すような構成としてもよい。この構成では
、Ｙ画素は、他のＲＧＢ画素と同様のサイズであり、透過領域ｂにＹフィルタと、反射領
域ａに灰色の樹脂膜Ｇｙとを設けた設計となっている。
この場合には、反射表示の色相を変化させることなく、光の利用効率を調整できる。
【０１０６】
また、図１の構成では、Ｙ画素の遮光領域に、凸部３７および反射電極３４が設けられて
いる。しかしながら、Ｙ画素は反射表示を行わないことから、図５に示すように、Ｙ画素
に凸部３７および反射電極３４を設けなくてもよい。
【０１０７】
また、Ｙ画素から遮光領域をなくし、Ｙ画素を透過領域ｂのみからなる構成としてもよい
。
例えば、本表示装置を、図６に示すような構成としてもよい。この構成では、Ｙ画素は、
他のＲＧＢ画素と同様のサイズ内に、透過領域ｂのみを設けた設計となっている。従って
、Ｙ画素の透過領域ｂは、遮光領域の分だけ、他のＲＧＢ画素の透過領域ｂよりも広くな
っている。
この場合には、ＢＭによって遮光する部分を狭くできるので、光の利用効率を向上させら
れる。
【０１０８】
尚、この構成において、Ｙ画素の透過領域ｂ内に、図１に示した凸部３７を設け、この凸
部３７の上に透明電極３５を設けてもよい。この構成は、図１に示した構成において、反
射電極３４に代えて透明電極３５を設ければよいので、容易に実現できる。
しかしながら、凸部３７のない構成とすれば、樹脂からなる凸部３７での光吸収をなくせ
るので、光の利用効率を向上させられる。
【０１０９】
また、図６に示したような、Ｙ画素を透過領域ｂのみから構成する場合には、反射表示で
は、ＲＧＢの３画素で表示を行う一方、透過表示では、ＲＧＢＹの４画素で表示を行うよ
うに、液晶層１３を駆動することとなる。なお、黄色を表示するときに、透過領域ではＲ
ＧＹの３画素を同時に利用し、反射領域ではＲＧの２画素を同時に利用する駆動方法など
を用いれば、透過領域と反射領域を同じ信号で駆動することが可能であることから好まし
い。
【０１１０】
また、Ｙ画素を透過領域ｂのみから構成する場合、図７に示すように、Ｙ画素の透過領域
ｂを、他のＲＧＢ画素の透過領域ｂと等しいサイズとすることも可能である。この場合に
は、Ｙ画素は、他のＲＧＢ画素よりも、反射領域ａの分だけ狭くなる。
【０１１１】
また、本実施の形態では、カラーフィルタ部２４を、ＲＧＢＹの４色のカラーフィルタ部
であるとしている。しかしながら、これに限らず、本表示装置のカラーフィルタ部２４を
、Ｒ，Ｇ，Ｂ，Ｙフィルタに加えて、入射光のシアン成分を主に透過させるＣ（シアン）
フィルタを備えた、５色のフィルタとしてもよい。
【０１１２】
図８は、Ｒ，Ｇ，Ｂ，Ｙ，Ｃフィルタを備えたカラーフィルタ部２４を有する、本表示装
置の構成を示す説明図である。
この構成では、本表示装置の画素は、カラーフィルタ部２４における５色のフィルタに応
じた、５色の画素（赤（Ｒ）画素，青（Ｂ）画素，緑（Ｇ）画素，黄（Ｙ）画素，シアン
（Ｃ）画素）に分類される。
【０１１３】
また、この構成では、ＲＧＢＹ画素に反射領域ａおよび透過領域ｂが設けられており、図
１に示したような、Ｙ画素にＢＭは設けられていない。一方、Ｃ画素については、反射領
域ａのみが設けられている。すなわち、Ｃ画素では、全面に反射電極３４が設けられてい
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る。また、各画素のサイズは等しく構成されている。
【０１１４】
従って、この構成では、透過表示の場合に４色のフィルタ（Ｒ，Ｇ，Ｂ，Ｙフィルタ）を
用いて画像を表示する一方、反射表示では、５色のフィルタ（Ｒ，Ｇ，Ｂ，Ｙ，Ｃフィル
タ）を用いた画像表示を行うように設計されている。
【０１１５】
この構成では、黄色の補色である青色成分を多く透過するＣフィルタを用いることにより
、シアンと黄色の混色がほぼ白色に近い色を表示することができ、反射表示のホワイトバ
ランスが黄色側へシフトすることを抑えられる。また、Ｃフィルタは一般的にＲフィルタ
やＢフィルタよりも明度が高いため、反射表示の明るさを向上することも期待できる。
また、反射表示において、Ｙ画素およびＣ画素を用いた５色表示を行うため、反射領域が
広くなり、反射表示での明るさおよび色再現範囲を向上させられる。
【０１１６】
また、本実施の形態では、カラーフィルタ部２４におけるＲＧＢＹＣフィルタの膜厚を、
ほぼ等しくするとしている。しかしながら、これに限らず、Ｙフィルタの膜厚を厚くする
ことや、ＲＧＢＹＣ画素の比率を変えたりすることにより、表示の色再現範囲を拡大する
ことも可能である。
【０１１７】
ここで、図１および図６に示した構成における、透過表示でのホワイトバランスの色温度
（以下、透過白温度とする。）と、透過表示と反射表示とのホワイトバランスの色温度差
（以下、モード間格差とする。）をシミュレーションした結果について説明する。
【０１１８】
図１１は、このシミュレーションの結果を示すグラフである。
尚、この測定に用いた表示装置は、図１２に示すようなバックライト、および、同じく図
１２に示すような厚さ（透過／反射）の液晶材料を有する、図１に関する実施例ａ～ｄ，
図６に関する実施例ａ’～ｃ’である。
【０１１９】
尚、図１２の液晶材料欄に示したＡ～Ｄについては、図３に線Ａ～Ｄとして示した厚さに
対応するものである。また、「透過／反射」が例えばＡ／Ａである、ということは、透過
領域ｂでのセル厚と、反射領域ａでのセル厚とが、ともにＡに対応することを意味してい
る。
【０１２０】
ここで、反射領域ａと透過領域ｂとでは、凸部３７により、実際のセル厚は異なる。一方
、反射領域ａでは、表示光は液晶層１３を２回通過する一方、透過領域ｂでは表示光は１
回だけ通過する。すなわち、この図１２に示した、「セル厚」は、透過領域ｂおよび反射
領域ａにおける液晶層１３内での光の経路長に相当するものである。従って、「透過／反
射」がＡ／Ａである場合には、透過領域ｂのセル厚が反射領域ａの２倍に設定されている
こととなる。
また、図６に関する「透過／反射」のデータは、Ｙ画素以外のＲＧＢ画素でのものである
。
【０１２１】
また、この測定では、Ｄ６５標準光源のｘｙ色度点（０．３１３、０．３２９）を基準の
白色色度とした。
ここで、一般に、透過白温度を６５００Ｋ～１２０００Ｋの範囲とし、反射白温度を５０
００Ｋ～１２０００Ｋの範囲とし、さらに、モード間格差を２０００Ｋ以下の範囲内に納
めることで、透過表示および反射表示での表示品位を良好に保つことが可能となる。
【０１２２】
図１１に示すように、本表示装置の実施例ａ～ｄ，ａ’～ｃ’では、透過白温度、反射白
温度およびモード間格差のいずれもが、上記の範囲（許容範囲）内に納まっている。従っ
て、これらの実施例では、良好な表示を行えることがわかる。
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【０１２３】
尚、より良好な表示を行うためには、透過表示でのホワイトバランスを８０００Ｋ～１０
０００Ｋの範囲とし、かつ、モード間格差を１０００Ｋ以下とすることが好ましい。従っ
て、この測定に用いた例では、図１の構成における実施例ｄが、最も好ましい例であると
いえる。
【０１２４】
また、上記した色温度は、ＣＩＥに基づくＸＹＺ表色系の色度座標（ｘ、ｙ）から、次式
により算出されるものである（非特許文献１参照。）。
Ｔ＝－４３７ｎ３＋３６０１ｎ２－６８６１ｎ＋５５１４．３１
Ｔは相関色温度，ｎ＝（ｘ－０．３３２０）／（ｙ－０．１８５８）
【０１２５】
また、本表示装置に関し、透過白温度とモード間格差とを上記の許容範囲内とするために
、バックライト３６の分光放射輝度、あるいはセル厚、カラーフィルタの画素ごとの膜厚
や画素比率などの条件を調整することが好ましい。
【０１２６】
また、本実施の形態では、バックライト３６がＬＥＤからなるとしている。しかしながら
、これに限らず、バックライト３６を、ＣＣＦＴ（冷陰極管）やＨＣＦＴ（熱陰極管）か
ら構成してもよいし、ＬＥＤとＣＣＦＴのハイブリッドやＬＥＤとＨＣＦＴのハイブリッ
ドでもよい。
【０１２７】
また、本表示装置では、反射表示と透過表示を同時に表示し、反射画像と透過画像の２つ
の画像を同時に見ることになる。従って、観察者は、これら２つの画像の混ざったものを
実際に見ることとなる。このとき、どちらの表示が支配的となるかで、観察される画像は
決まる。例えば、図１に示した構成では、透過表示が支配的になる場合にはＲＧＢＹ寄り
の画像を観察することになり、反射表示が支配的になる場合にはＲＧＢ寄りの画像を観察
することになる。これは、すべての色に対して同様である。透過表示か反射表示かで色み
の違いはあるが、支配的でない表示の輝度は小さく、支配的な表示への影響は小さくなっ
ている。
【０１２８】
また、ＲＧＢＹ画素を作ると、単色ごとの明るさはＲＧＢ３色の場合よりも低くなる。こ
のため、ＲＧ画素を点灯させたときには、Ｙ画素も点灯させて明るさおよび色度を得るこ
とが好ましい。同じ入力のＲＧ信号を入れたときにＲＧＢの３色とＲＧＢＹの４色ではＲ
Ｇ画素のみで表示される明るさに違いがあり、Ｙ画素を点灯させて明るさを調節すること
が好ましいといえる。
【０１２９】
また、本実施の形態では、本表示装置を液晶表示装置であるとしている。しかしながら、
これに限らず、本表示装置を、他の方式の表示装置として構成することもできる。すなわ
ち、本表示装置は、反射表示と透過表示との双方で、多色のカラーフィルタ部を介して表
示を行うタイプの表示装置であれば、どのような方式の表示装置にも適用できる。
【０１３０】
例えば、自発光ディスプレイとよばれる有機ＥＬディスプレイなどでも、例えば、液晶表
示装置とのハイブリッドにする等して、透過領域と反射領域とで異なるフィルタを用いて
表示を行う場合には、本表示装置の構成を応用することが可能である。
【０１３１】
また、本実施形態では、本表示装置を、暗い環境下ではバックライトの光を利用した透過
表示が支配的となる一方、明るい環境下では周囲の光を利用した反射表示が支配的となる
、反射透過両用型の表示装置であるとしている。しかしながら、これに限らず、本表示装
置を、周囲の光の強さに応じて、反射表示あるいは透過表示のいずれか一方を選択し、選
択した表示毎に、液晶の駆動方法を切り替えるように構成してもよい。
【０１３２】
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また、本実施形態では、本表示装置が、透過表示と反射表示とのホワイトバランスを近づ
けるとしている。しかしながら、本表示装置のカラーフィルタ部２４に備えるフィルタの
色数を透過領域と反射領域とで変えることによって、他の原因による色味の相違を低減す
ることも可能である。
すなわち、本表示装置では、透過表示で使用されるフィルタの色数と、反射表示で使用さ
れるフィルタの色数を変えればよい。これにより、表示光の色味を調整できるので、透過
表示と反射表示とで同じ色のフィルタを用いると表示の色味が異なってしまうような場合
に、その色味の格差を低減することが可能である。
【０１３３】
また、透過と反射とのいずれの色数を多くするか、また、これらの色数をいくつに設定す
るか、については、調整する色味の性質によって異なるため、適宜設定することが好まし
い。
すなわち、透過の色数を反射の色数より多くしても、また、反射の色数を透過の色数より
多くしてもよい。
【０１３４】
なお、本願は、２００５年４月５日に出願された日本国特許出願２００５－１０９２２６
号、及び、２００５年１２月２６日に出願された日本国特許出願２００５－３７３５３９
号を基礎として、（合衆国法典３５巻第１１９条に基づく）優先権を主張するものである
。該出願の内容は、その全体が本願中に参照として組み込まれている。
【０１３５】
また、本願明細書における「以上」及び「以下」は、当該数値を含むものである。すなわ
ち、「以上」とは、不少（当該数値及び当該数値以上）を意味するものである。
【図面の簡単な説明】
【０１３６】
【図１】本発明の一実施形態にかかる液晶表示装置の構成を示す説明図である。
【図２】液晶表示装置のバックライトの分光スペクトルを示すグラフである。
【図３】液晶表示装置の液晶層の分光スペクトルを示すグラフである。
【図４】本発明の他の実施形態にかかる液晶表示装置の構成を示す説明図である。
【図５】本発明の他の実施形態にかかる液晶表示装置の構成を示す説明図である。
【図６】本発明の他の実施形態にかかる液晶表示装置の構成を示す説明図である。
【図７】本発明の他の実施形態にかかる液晶表示装置の構成を示す説明図である。
【図８】本発明の他の実施形態にかかる液晶表示装置の構成を示す説明図である。
【図９】本発明の他の実施形態にかかる液晶表示装置の構成を示す説明図である。
【図１０】本発明の他の実施形態にかかる液晶表示装置の構成を示す説明図である。
【図１１】図１および図６に示した液晶表示装置における透過白温度とモード間格差をシ
ミュレーションした結果を示すグラフである。
【図１２】図１１に関する測定に使用した液晶表示装置のバックライトの構成および液晶
材料を示す説明図である。
【図１３】黄フィルタと無彩色化青フィルタとの積層膜を透過させたときの分光透過スペ
クトル図である。図中のＡは、Ａ－ｙのような分光透過スペクトルを示す黄フィルタとＡ
－ｂのような分光透過スペクトルを示す無彩色化青フィルタとの積層膜により遮光された
ときの分光透過スペクトルを示している。一方、図中のＢは、Ｂ－ｙのような分光透過ス
ペクトルを示す黄フィルタとＢ－ｂのような分光透過スペクトルを示す無彩色化青フィル
タとの積層膜を透過して無彩色の光が出射されたときの分光透過スペクトルを示している
。
【符号の説明】
【０１３７】
１１　対向基板
１２　画素基板
１３　液晶層



(24) JP 4666397 B2 2011.4.6

10

20

２１　ガラス基板
２２　位相差板
２３　偏光板
２４　カラーフィルタ
３１　ガラス基板
３２　位相差板
３３　偏光板
３４　反射電極
３５　透明電極
３６　バックライト
３７　凸部
ＢＭ　ブラックマトリクス
ａ　反射領域
ｂ　透過領域
Ｂ　青フィルタ
Ｃ　シアンフィルタ
Ｇ　緑フィルタ
Ｒ　赤フィルタ
Ｙ　黄フィルタ
Ｔ　透明な樹脂膜
Ｇｙ　灰色の膜

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】
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